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たのしくすごすファッション(洋服)
かたち 色

滋さもなかは過ぎた感 じがしますが､まだまだ

こちらでは｢十月/ミサー｣とか言 う言葉がある様に

秋の中旬頃までの暑さは身にこたえる様です｡そ

の頃には朝夕のしのぎ良さはは5?i)中秋を肌に感

じさせますが､その残Bの頃をすごすのにどんな

フアシ ヨソがあるかを考えて見たいと思います｡

夏の強い陽ざしも少しはゆるくなった頃とはい

え日中は真夏の様な陽が目に跳返える口々には､

まだまだノ-スリーブが欲しい所でしょう｡ノー

ス1)-ブも去る7月の上旬､下旬と二回にわたり

新t川の投習欄にその良否が記載さ11ておりました

が､皆様はいかがでしょうかo/-スリーブも今

では凹李を適して着られ､夏だけの衣服の形では

なく､どんな場所にも広範伸に利用される様にな

っております｡例えばイブニングドレスから､カ

クテル ドレス､街着､家庭着､スポーツ着遊び着

などの服がある｡袖なしは涼しい上に解放感や季

節感もあり又何よりも軽快さがあるからでしょう

か｡皆から愛されておりますから余り他人に不快

さを与えない様な着方が必要でしょう｡又どんな

ドレスを着るときにも言えますが､特にノースリ

ーブの時にはファンデーションに気をつけなけれ

ばなりません｡それはよくス リソ7､ブラジ7-

の肩ひもが見えたりすることがありますからかな

らずひもとめを作る様にします｡それに袖く､'りの

カットもn分の腕に合ったものを着る様にしたい

ものです｡よくファンデーション､ガーメンツと

言う言葉を聞きます｡意味は基礎下着､補正下着

洋服を着るための基本となるものと云うことです

ここではフアソデーシヨソについてはまたにしま

してその一部のスリップについて知っておきたい

ことを申し上げましょう｡

スリーソプ

ドレスが薄くなればなる匙休の線が表にひゞ

いてきますので､特にすける亡L地の場合には下

着そのものもすけて見えますので気をつけまし

ょう.下着の材質はいろいろ数がありますが､

材質などで

夏の下着としては純綿のクレープてしよ ･jcそ

れは肌ざわりは大変さわやかで肌からもはなれ

ますし､汗をかいてもまつわりつくこともあり

ませんし､吸汗量も大変すく､･れておりますが､

街着の下着としてはすべ りがないのでよほどす

べ りのよい ドレスの材質以外は不向です｡適当

なすべりのあるテ トロン綿混紡の方がよいでし
ょう｡

色のついたランジュリー

スリップの色物はよく考えないとl1.㌧が悪くな

ったりします｡冬の場合は ドレスの色に合わせ

ていろいろム- ドを楽しむことも汁.来ますか､

iTはどうしてもすけると云う条件が伴ないます

ので､反対色とか濃い色とかはさけるべきてしノ

よう｡ ドレスの色に合せた場合だけがいいと許

されそうですが､着るときは同系統の ドレスよ

り一段と薄い色を選ぶ様にします｡ ドレスと重

ねても色が感じられない様にするのが上Ihl-てす

しその方が白を着るよりずつとおしゃれな若方

です｡すける ドレスの時は下着は色物でもはっ

きりした色に見えないような着方がェチケット

です｡

色糸刺繍のあるスリップ

巾いブラウスの下にスリップの色糸刺繍がほ

のかにすけて見えるのを見かけますが色糸刺繍

のス1)ップは夏の下着ではありませんoILlいブ

ラウスや ドレスの下にはかならず自いスリップ

が好ましいことです｡

白いスリップ

L'Jいスリップの中にも種々のレ-ス物があり

ますが､プt/-ソな ドレスやフリルやレースの

多いブラウスの下には余 り巾広のレースのもの

より軽くカットしたものか巾狭のレース等が上

lF.です｡

ドレスの形や材質

ドレスの形もいろいろでどれがよいと申し上

げることは出来ませんが､この残廿を楽しむ ド
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レスには気を配って着る様にしましようOシフ

トドレスにボレロ又は怖い 上着等のスタイルは

いかがでしょL)ot川'の署さには｣二着なしでも

仕･ji'ヵ川｣X.ますL､視しい方への訪Ilur3には上着

を失礼してぬぐことも川米､朋さを調節するこ

とが日米ます｡叉ボレロや上着等をセーターや

カーデイガソに変えてスポーティな締着にビー

ズ入 り刺繍入りのカーデイガソ､ス ト-ル等と

机合せますとIr'lL:-やかな場所にも役vL.っ-IJ.Iが出来

たE)､机 ､方々ですと光るアクセサリーかスカ

ーフのサッシュでも;RSLむことが出来て広花押

に利用｢H来ます｡

材質は

やはり初秋の衣料として木綿はこの上もない

材料でしょう｡こちらではrlのよい木綿は見つ

か()ませんが､木綿は夏といはず冬でも利用度

の高い衣料です｡木綿と同じように四季を通し

て愛されているのがウー′Lです｡-11二前までは

ウールといえば秋から春まての衣料でしたが今

では真電でもウールが,LIH司って愛川されており
ますOこれからの季節として(封肌ざわE)もよい

ので甫ば41ましよう∩ウー′レfH')様に由fれるの

にはglrrJがあります｡抑 上火洋的な美しさ優美さ

が愛されていますが､汗の多い季節には糸の
机純や絹の持-･つ艶が悪くなりますので71=.意しな

くてはなE)ませんがこれかF)の季節はおしゃれ

茄として瓜高でしょうが]'.'-し､方には鮒也のフア

イユですっきりした袖

なしドレスを作ましよう｡

シックな絹緋のプリント地などほお嬢さん向で

はありませんそれよりはコットンサテンの方が

よいでしょう｡通勤着にはスパ-/レーヨンは光

沢もあり､ボリュームもあって生地独特の風合

があり､色と柄も豊富ですから夏の/ヒ地として

iIJli適ですので広く利用してみましょう｡他にシ

ャークスキソは着て見て厚岸しいようですがデ

ラックスで大変都会風な感 じのする生地ですし

アセテー トプリソト等も77ソシーなジャケ ッ

トにするのも晩夏から初秋にかけての衣服です

おしゃれを楽しむには

おしゃれを人一倍楽しみたい方々は人より先

に色､材T71-を上手に着こなすことです｡材質や

色で充分季節を楽しむことが出来ます〔夏の名

残 りをとどめる風情はやはり白でしょう｡ピソ

と張 りのある白い布地を少しあしらうのもUに

しみてとても印象的でしょうし､紬や格子物も

l'Ⅰに､紺､茶と数々に糾合された トーンカラー

絹や木綿の長袖ブラウス､厚手木綿､ウール等

の抑そりとした袖 卜丈の短かいプリントジャケ

ット等は秋の ドレスも早目にrLIい布や手編 レー

ス､グロリヤリボン等をあしらいますと悲しい

おしゃれが出来ますからおためし下さい｡

流 行 色

生地を買う時によく流行色という言集を聞い

たり口にしたりしますが､流行色の主な物には

3-7年周期で繰返えされるといわれます｡色の

中でも暗色系は寒色系に比べてやゝ周糊が短か

く符味の赤が流行する時期は3年位といわれま

す｡紫味の苛がもう一度回って来るまでには7

年かゝるということです｡色のrl.でもn本人の
肌の補色に相当するものはブルー系と肌色と同

系統のベージュ系が多く利用されている様です

し､一番日本人の肌色とマッチして使い易い色

は伝統的な藍とさらしの麻色の机合せといわれ

ています.チャ-コールグレーは地味のrflに晶

位があり又汚れも目立たないことはit亡がしい通

勤者の服としては理想的な色と考えられます｡

何時の時代にも術に多く出回る色は胃系統を第

-に赤系､茶系､灰色､白､黒で英系､緑系は流行

色として出回っても利用される範囲は少い様で

すが､もう似合 う似合わないというよりもいろ

んな数の色を自分なりに着こなしている様です

これからの衣生活は街着だけでなくホームドレ

ス､作業着のエプロンにすらそれぞれの日F伽こ

よって材質や柄が選ばれておりますから季節に

よっては沖縄の麻の桝やゆかたの大柄､タオル

地などの利用で目的にかなった装いと共に77

ソデーシヨソの活用も充分心 していきたいと思

います｡

(渡□文子)
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